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1．まえがき  

待ち行列研究部会では，昭和59年4月から常設部会として活動を続けている．ここでは，平成7年1  

月から平成7年12月までの活動状況について報告する．  

2．活動状況   

平成7年度は，原則として毎月1回，束京工業大学本館にて研究会を開催してきた．内容は以下の通  

りである．  

・第107回日時：2月18日（土）14：00～16：30出席者：20名  

（1）「応答性能に対する諸最適化目標とそれらの間の異様に見える関係」亀田春夫・小澤孝之（筑波大学）  

ネットワーク上に配置された分散コンピュータシステムにおいて，幾つかの最適化目標に対する負荷分散  

の解を議論．ノード別最適化で，自分のノードで発生したすべてのジョブを他のノードに任し，他のノー  

ドのジョブを自分ノードで処理する異様な解があることを示した．  

（2）「GeneralizedMecke，sformulaandextensionsofH＝人G」宮沢政情（東京理科大学）待ち行列に  

おける保存則で標本過程から導いた保存則と定常点過程から導いた保存則との対応関係を明らかにし，定  

常点過程からのMecke，sformulaを連続型にまで拡張した．  

・第108回日時：4月15日（土）14：00～16：30出席者：22名  

（1）「既存の準源制約下におけるソフトウェアの最適配置」所健一（電力中央研究所）分散システムに  

おいて，レスポンスタイムを最小にするソフトウエア配置を議論．BCMP型待ち行列網モデルから導か  

れるレスポンスタイムを最小化するアルゴリズムを示した．  

（2）「DelayandOverflowofDiscrete－timePriorityQueuewithBurstArrivalsandPartialBu鮎r  
Sharing」山下英明（駒澤大学）バースト到着でプライオリティーがあり，そj■tに対応してブッファーが  

分割されている離散時間の待ち行列モデルを解析．バッファオバーフローの確率と遅延時間を得る計算ア  
ルゴリズムを示した．  

・第109回日時：5月20日（土）14：00～16：30出席者：32名  

（1）「資源要求のあるセントラルサーバーモデル」木下俊之（日立）資源要求のあるセントラルサーバー  

モデルを解析．本モデルは一般に環形式解にならないため，近似解析が一般的であったが，ここでは大規  

模なモデルに対して厳密解を導き，数値例を示した．  

（2）「Exhaustiveサービスモデルにおけるfundamentalperiodの役割」町原文明（NTT）Vacation  

のある待ち行列モデルにおいて，定常分布がVaction部分とService部分にDecompositionできるクラ  

スについて議論し，Decompositionが可能なクラスの外延を示唆した．  

・第110回日時：6月17日（土）14：00～16：30出席者：26名  

（1）「m段直列型待ち行列のサービス順序の解析とその応用」松本学，川島武（防衛大学校）ブロッキン  

グ有りの直列型待ち行列を議論．1段目と2段目のサービス分布の形とスループットの関係を示した．  

（2）「Gaussian－typeInputRateProcessesforATMMultiplexers」小林和朝（NEC），高橋幸雄（東工  

大）ビデオトラヒックも扱える上記タイトルの入力レート過程を導入し，この人カレート過程に対する  

ATMMultiplexerの蓄積量分布の上界と下界を与えた．  

・第111回日時：7月22日（土）13：00～16：30出席者：30名  

（0）「ApplicationsofServiceNetworks；Modelling，Analysis，InfbrenceJProf．AviMandelbaum  

（IsraelInstituteofTechnology）銀行業務などのサービス業務で起こる待ち行列のモデル化と解析に関  

して，ご経験を交えながらその方法論と課題についてご講演を頂いた．  
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（1）「DoesMarkov－mOdulationincreasethewaitingtime？」AndreasFrey（UniversityofUlm）待  

ち行列モデルにおいて，ポアソンとMarkov－mOdtllationの2つ到着過程の場合に対して待ち時間分布を  

議論．Mよrk。V＿m。dulati。nの方が待ち時間が長くなる傾向にあることを理論的に示した．  

（2）「ATMにおけるフロー制御と関連待ち行列モデル」横谷哲也（三菱電機）ATMネットワークの標  

準化団体で現在議論となっているいくつかのフロー制御方式を紹介．これらのフロー制御方式に関して，  

今まで解析されているフロー制御モデルとは異なることを示し，問題提起を行った．  

・第112回日時：9月16日（土）14‥00～16：30出席者：28名  

（1）「OptimizationbySimulation：anM［Ⅹ】／G／1queuewithtwoservicemodelsJReinNovel（Free  
UniversityofAmsterdam）バッチ到着，単一サーバ，2サービスモードの待ち行列モデルにおいて，複  

数のモード切り換えルールに対する複数の平均客数を一回のシミュレーションで推定するアルゴリズムを  

示した．  

（2）「SatisfyingQOSStandardwithCombinedStrategyforCACandUPC」塩田茂雄（NTT）ATM  
網において，情報源側で申告パラメータに適合するように制御されたセル流に対して，網のセル廃棄率の  

上限式を導き，この上限式を用いた呼接続制御方式を提案した．  

・第113回日時：10月14日（土）14：00～16：30出席者：24名  

（1）「SOMERESULTSINTHETHEORYOFPRIORITYSYSTEMSWITHORIENTATIONJ  
GeorgeKonstantinMishkoy（モルドバ共和国科学アカデミー数学研究所）優先権ありのM／G／1タイプ  
の待ち行列で，異なったサービス規律に対して統一的な関数方程式を導き，その関数方程式を数値的に解  

くためのアルゴリズムを示した．  

（2）「セルラー通信システムの性能評価モデル」坂巻賢一、高木英明（筑波大）移動通信において，無線  

ゾーンを移動するために生じるゾーン内のトラヒックの変動を考慮してモデル化を行い，そのトラヒック  

解析を行った．  

・第114回日時：11月18日（土）14：00～16：30出席者：25名  

（1）「ATM網を介したMPEG動画像伝送特性に関する一検討」品川和弘，太田能，小野里好邦（群馬  

大）動画像圧縮方式MPEGを用いた場合のトラヒック発生パターンをマ）t／コフ連鎖でモデル化を行い，  

ATM多重の性能解析を行った．  

（2）「空間的に斉次なブロック構造をもつマルコフ連鎖の定常分布」牧本直樹（東工大）マルコフ連鎖を表  

現する状態遷移行列が空間的に斉次なブロック構造をもつ場合に定常分布の裾が指数的に減衰することを  

示し，その減衰率を議論した．  

・第115回日時：12月16日（土）14：00～16：30出席者：28名  

（1）「AsymptoticAnalysisofLargeQueueingNetworkswithFinitePopulationsJY・Kogan（AT＆T  
ベル研究甲）横形式解をもつ閉鎖型の大規模待ち行列網において，正規化定数を近似的に計算する手法  

（TheSaddlePointMethod）を提案，さまざまな閉鎖型待ち行列網に適用できることを示した・  

（2）「Towardcredit－basedcontroIperformanceforABRservices：Viaqueueingnetworkmodelwith  

windowflowcontrol」北爪秀雄，石塚美加，高橋敬隆（NTT通信網研究所）ATM網のABR（Available  
Bitrate）サービスにおけるクレジットベー スのフロー制御について，従来のウインドウフロー制御との差  

異を示し，そのモデル化を議論した．  

3．ぁわりに   

待ち行列研究部会では，待ち行列理論とその応用に関心をお持ちの方の参加を歓迎しています．研究  

部会に関する連絡等は主査・幹事までお願い致します．  

主査高橋幸雄（東京工業大学情報理工学研究科）Tel：03（5734）3203E－mail：yukioQis．titech．ac・jp  

幹事小林和朝（NEC C＆C研究所）  Tel：044（856）2316E－mail：koba＠sbl．cl．nec．co．jp  
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